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白鷹町協働のまちづくり推進座談会②

平成17年度白鷹町重要事業要望④

平成16年４月１日から児童手当が

小学校３年生まで拡大されました⑥
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第20回サンシャイントライアル＆トレッキング
６月19日、20日、サンシャイントライアル＆トレッキングが開催されました。今回は開催20周年を記念して、ショッピン
グセンター「スピカ」駐車場と黒鴨じゃぶじゃぶ広場特設ステージにおいて、スーパー国際Ａ級のトップライダーによる
デモンストレーションが行われました。
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白鷹町協働のまちづくり
推進座談会

●
各
地
区
の
出
席
者
数

蚕
桑
地
区　

28
人

（
５
月
26
日
開
催
）

鮎
貝
地
区　

40
人

（
６
月
２
日
開
催
）

荒
砥
地
区　

19
人

（
５
月
28
日
開
催
）

十
王
地
区　

28
人

（
６
月
11
日
開
催
）

鷹
山
地
区　

28
人

（
５
月
28
日
開
催
）

東
根
地
区　

64
人

（
６
月
24
日
開
催
）

当
面
す
る
町
政
の
課
題
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

　

座
談
会
は
、
条
例
の
内
容
に
つ

い
て
１
条
ず
つ
政
策
改
革
課
長
か

ら
概
要
を
説
明
し
た
あ
と
、「
当
面

す
る
町
政
の
課
題
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
」、

町
長
（
鮎
貝
地
区
は
助
役
）
が
次

の
よ
う
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

（
以
下
要
旨
）

「
昭
和
29
年
に
白
鷹
町
が
誕
生
し

今
年
で
50
周
年
。
こ
の
節
目
の
年

に
新
し
い
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
だ
が
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
は
今
後
ど
の
自
治
体
に
お
い
て

も
行
政
運
営
上
で
必
要
な
課
題
と

な
る
だ
ろ
う
。
全
国
に
は
こ
う
い

っ
た
条
例
を
制
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
山
形
県
内
で
は
先

進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

行
政
は
一
定
の
人
に
偏
ら
な
い

『
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
』
の
追

求
が
役
割
で
あ
り
目
指
す
目
標
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
が

主
体
的
に
進
め
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
や
り
方
か
ら
、
町
民
を
主
体
と

し
て
、
で
き
る
こ
と
は
み
ん
な
で

進
め
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
真
の
住

民
自
治
と
し
て
進
め
る
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
地
域
の
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。
国
の
不
意
討

ち
と
も
言
え
る
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
、
白
鷹
町
だ
け
で
は
な
く
全

国
の
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は

危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
る
が
、

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
互

い
が
協
力
（
協
働
）
す
れ
ば
、
よ

り
早
く
、
よ
り
効
果
的
な
発
展
が

達
成
で
き
る
も
の
で
あ
り
、『
産
学

官
民
（
産
業
・
学
者
・
行
政
・
民

間
）』
が
連
携
し
、い
ろ
い
ろ
知
恵

を
出
し
合
え
ば
、
さ
ら
に
効
果
的

な
結
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業

な
ど
、
社
会
へ
の
参
加
意
欲
の
向

上
や
個
々
の
自
己
実
現
の
欲
求
度

が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
成
熟
社
会
の
中
で
、
ま
さ
に

�

�
住
民
自
治
�
実
現
�
図
�
�
町
民
�
幸
�
�
実
感
�
�
�
�
�

�
�
生
活
�
�
�
住
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
進
�
�
�
�
�
�
町

民
�
町
�
協
力
�
�
進
�
�
協
働
�
�
�
�
�
�
�
関
�
�
基
本
的

事
項
�
定
�
�
�
白
鷹
町
協
働
�
�
�
�
�
�
条
例
�
�
平
成
16
年

�
月
�
日
�
�
施
行
�
�
�
�
�
�
広
報
�
�
�
�
�
月
号
�
�
知

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
条
例
�
制
定
�
目
的
�
趣
旨
及
�
条
例
�
各
項
目
�
示
�
�

施
策
�
実
現
�
図
�
�
�
�
条
例
�
内
容
�
町
民
�
皆
�
�
�
�
知

�
�
�
�
�
理
解
�
�
�
�
�
�
�
�
�
協
働
�
�
�
�
�
�
事
業

�
具
体
的
�
推
進
方
策
�
�
�
�
�
意
見
�
�
�
�
�
�
�
�
目
的

�
�
�
月
�
�
月
�
各
地
区
�
白
鷹
町
協
働
�
�
�
�
�
�
推
進
座

談
会
�
開
催
�
�
�
�
�
�
�

�

�
月
26
日
�
蚕
桑
地
区
座
談
会
�
皮
切
�
�
�
月
24
日
�
東
根
地

区
座
談
会
�
�
�
�
地
区
�
座
談
会
�
�
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
延
�
�
�
�
人
�
�
�
�
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こ
の
条
例
は
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
憲
法
的
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

る
。

　

た
だ
し
、
白
鷹
町
は
農
村
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
で

も
実
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
も
『
協
働
』
の
理
念
の
も
と
で

の
「
地
域
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
て

き
た
。
考
え
方
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
一
定
の
ル
ー

ル
に
基
づ
き
条
例
と
い
う
形
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
白
鷹
に

誇
り
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。」

参
加
者
の
意
見
か
ら

　

前
段
の
条
例
概
要
の
説
明
、
町

長
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
考
え
方
の
説
明
の
あ
と
、
参
加

者
と
の
意
見
交
換
の
時
間
を
設
け

ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
条
例

制
定
の
目
的
に
関
す
る
こ
と
や
条

例
の
推
進
方
策
に
関
す
る
こ
と
、

ま
た
、
情
報
提
供
と
町
民
意
見
等

の
把
握
に
関
す
る
こ
と
や
町
民
の

活
動
に
対
す
る
支
援
策
に
関
す
る

こ
と
、
そ
し
て
町
の
政
策
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
貴

重
な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま

し
た
。

条
例
制
定
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

「
町
の
財
政
が
行
き
詰
っ
て

き
た
の
で
、
そ
の
分
を
負
担
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
意
図
が
感
じ
ら

れ
る
が
…
」「
河
川
、
道
路
清
掃
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
き
て
い
る
。
と
め
ど
な
く

出
て
く
る
の
で
は
と
心
配
」
と
い

っ
た
条
例
制
定
に
よ
る
不
安
的
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

条
例
制
定
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
方
法
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
行
政
が
主
体
と
な
っ
た
解
決
を

し
て
き
た
も
の
を
町
民
と
一
緒
に

な
っ
て
「
協
働
」
で
解
決
し
よ
う

と
い
う
手
法
に
替
え
て
い
く
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
確
か
に
力
や
労

力
と
い
う
面
で
今
ま
で
し
て
こ
な

か
っ
た
部
分
は
負
担
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
一
部
で
は
こ
れ

ま
で
も
取
っ
て
き
た
手
法
で
も
あ

り
、
今
ま
で
と
変
わ
り
は
な
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
条
例
に
は
町
の

責
務
の
部
分
を
う
た
っ
て
い
る
条

項
が
多
く
、
町
民
に
と
っ
て
は
決

し
て
不
利
益
に
な
る
条
例
で
は
な

い
と
言
え
ま
す
。

条
例
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
は
、

「
条
例
は
ま
ち
づ
く
り
の
根

っ
こ
の
部
分
に
あ
た
る
も
の
。
こ

れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
が
大
切
」

「
座
談
会
は
条
例
制
定
前
に
開
催

し
、
町
民
の
意
見
も
聞
い
た
う
え

で
条
文
を
作
る
べ
き
だ
っ
た
。
条

例
が
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
」「
範
を
示
す

意
味
で
、
町
職
員
も
、
も
っ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
町
で
は
、
各
課
よ
り
１

人
ず
つ
担
当
者
を
選
出
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
担
当
者
会
を
設
け
、

条
項
ご
と
の
具
体
的
推
進
方
策
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
ま
り
次
第
広
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
。

情
報
提
供
と
町
民
意
見
等
の
把

握
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
条
例
そ
の
も
の
が
理
解
し
に

く
い
」「
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
入
れ
て

分
か
り
や
す
く
し
な
い
と
、
み
ん

な
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
の
で

は
」
と
い
っ
た
内
容
や
「
町
の
事

業
な
ど
に
つ
い
て
、
随
時
説
明
会

な
ど
を
開
き
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
、
ま
た
町
民
の
意
見
も

も
っ
と
聞
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と

お
り
具
体
的
推
進
方
策
を
盛
り
込

み
な
が
ら
、
今
後
も
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
町
民
の
意
見
把
握
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
全
職
員

が
町
民
の
意
見
の
受
付
や
相
談
窓

口
と
な
る
「
地
域
駐
在
員
制
度
」

の
導
入
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
さ
ら
に
効
率
的
で
効
果
的
な

方
法
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

町
民
の
活
動
に
対
す
る
支
援
策

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
も
の
に
対
す
る

支
援
方
策
の
検
討
」「
地
域
活
動
に

対
す
る
相
談
業
務
の
検
討
」
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

広
報
５
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
町
で
は
地
域
な
ど
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
事
業
な
ど
を

支
援
す
る
「
白
鷹
町
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
な
お
、
今
年
度
、
当
事
業

に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て

作
業
な
ど
行
い
、
原
材
料
費
な
ど

の
支
給
で
整
備
が
で
き
る
よ
う
な

も
の
（
例
え
ば
、
地
域
の
公
園
の

遊
具
な
ど
の
塗
装
や
フ
ェ
ン
ス
張

り
な
ど
）
に
つ
い
て
原
材
料
費
の

80
％
以
内
の
額
を
助
成
す
る
メ
ニ

ュ
ー
も
新
た
に
追
加
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
募
集
は
終
了
し
て
い

ま
す
が
、
受
付
と
相
談
は
随
時
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
募
集
し

め
き
り
は
第
２
回
目
が
９
月
13
日

（
月
）、
第
３
回
目
が
12
月
13
日

（
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
政
策
に
関
し
て
は
、
町
の

人
口
政
策
に
関
す
る
こ
と
や

町
の
総
合
計
画
に
関
す
る
こ
と
、

下
水
道
事
業
や
教
育
問
題
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
ご
意
見
を
お
伺
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
座
談
会
の
状
況
を

ま
と
め
、
各
課
に
伝
達
し
、
今
後

の
町
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課
企

画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
２
３
）
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地
方
財
源
の

確
保
充
実
に
つ
い
て

１
．
地
方
交
付
税
の
確
保

　

地
方
交
付
税
制
度
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
源
の
不
均
衡
を
是
正

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
む
国

民
が
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
よ
う
財
源
を
保
障
す
る

制
度
で
、
地
方
の
固
有
財
源
で
す
。

　

そ
の
地
方
交
付
税
制
度
の
持
つ

機
能
の
堅
持
及
び
総
量
の
確
保
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

２
．
過
疎
地
域
に
対
す
る
過
疎
対

策
事
業
債
の
充
実

　

本
町
は
、
昭
和
45
年
に
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
社
会

資
本
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
、

急
激
な
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
一

定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
と
い
え

ま
す
。

　

平
成
12
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
過
疎
対
策
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
過
疎
対
策
事
業
債
枠

の
確
保
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

―
�
重
要
事
業
�
�
�
�
要
望
�
�
�
�
�―

�

�
重
要
事
業
要
望
�
�
�
白
鷹
町
�
発
展
�
�
�
�
�
�
�
骨

格
�
�
�
重
要
�
事
業
�
�
�
�
�
着
実
�
実
現
�
�
�
�
県
�

対
�
要
望
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

平
成
17
年
度
�
向
�
�
要
望
�
�
�
�
主
要
�
項
目
�
�
�
�

�
知
�
�
�
�
�
�

 （
仮
称
）山
形
の
女
性
の
歩 

 

み
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
男
女
共 

同
参
画
セ
ン
タ
ー
分
館
的
機

能
）
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

男
と
女
と
が
共
に
協
働
し
男
女

共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
、
21
世
紀
社
会
の
重
要
な

柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

平
成
11
年
に
「
男ひ
と

と
女ひ
と

と
が
共
同

で
つ
く
る
ま
ち
」
宣
言
を
行
い
、

平
成
14
年
度
に
は
そ
の
実
現
に
向

け
た
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
山
形
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
分
館
建
設

に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
そ
の
構
想
を
発

展
さ
せ
、
新
た
に
博
物
館
・
研
究

機
能
を
追
加
し
た
（
仮
称
）
山
形

の
女
性
の
歩
み
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

町
が
主
体
と
な
り
整
備
す
る
も
の

と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
整
備
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
か

つ
特
殊
的
施
設
内
容
で
あ
る
た
め
、

建
設
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
特
段

の
配
慮
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
関
連

事
業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
荒
砥
・
鮎
貝
両
市

街
地
か
ら
な
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ

平
成
17
年
度

白
鷹
町

重
要
事
業
要
望

く
り
を
目
指
し
て
、『
白
鷹
文
化
を

活
か
し
交
流
促
進
す
る
ま
ち
づ
く

り
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
鮎
貝
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

関
連
す
る
各
事
業
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

１
．
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
一
般
県
道
黒
鴨
鮎
貝
線
（
鮎
貝

　

地
内
）
の
早
期
着
工

・
都
市
計
画
道
路
荒
砥
鮎
貝
線　

　

（
鮎
貝
地
内
）
の
事
業
推
進

・
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
（
鮎

　

貝
地
内
）
の
事
業
推
進

２
．（
仮
称
）
山
形
の
女
性
の
歩
み

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
分
館
的
機
能
）
の
早
期

着
工
（
再
掲
）

荒
砥
橋
整
備
の
早
期
着
工
に

つ
い
て

　

最
上
川
が
南
北
に
貫
流
す
る
本

町
に
と
っ
て
、
特
に
荒
砥
と
鮎
貝

を
結
ぶ
荒
砥
橋
は
交
通
の
中
枢
で

す
が
、
幅
員
が
狭
い
こ
と
か
ら
、

通
勤
等
で
交
通
量
が
増
え
る
朝
晩

や
大
型
車
の
通
行
時
、
冬
期
間
は

渋
滞
を
免
れ
ま
せ
ん
。

　

荒
砥
橋
の
整
備
は
地
域
連
携
、

交
流
拡
大
を
推
進
す
る
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

早
期
着
工
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
道
路
の
整
備
促
進

に
つ
い
て

１
．
国
道
２
８
７
号
（
荒
砥
〜
菖

蒲
間
）
の
事
業
推
進

　

荒
砥
〜
菖
蒲
間
は
本
町
の
中
心

商
店
街
を
形
成
す
る
主
要
区
間
で

あ
り
、
中
心
商
店
街
の
賑
い
づ
く

り
と
町
の
活
性
化
に
向
け
、
本
路

線
の
事
業
推
進
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

２
．
国
道
２
８
７
号
（
黒
滝
橋
前

後
区
間
）
の
早
期
着
工

　

国
道
２
８
７
号
下
山
地
内
は
、

「
ヤ
ナ
公
園
」
前
バ
イ
パ
ス
が
供

用
開
始
さ
れ
、
視
距
改
良
事
業
も

継
続
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
黒

滝
橋
の
前
後
区
間
は
幅
員
も
狭
く

歩
道
も
な
い
こ
と
か
ら
、
危
険
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

菖
蒲
萩
野
線
が
完
成
し
た
こ
と 早期整備が望まれる荒砥橋



　　 広報しらたか　2004.7.12●5

で
「
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
」と「
ヤ

ナ
公
園
」
間
の
交
通
量
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
区
間
の
早

期
着
工
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

３
．
主
要
地
方
道
米
沢
南
陽
白
鷹

線
（
杉
沢
地
内
）
の
早
期
着
工

　

本
路
線
の
南
陽
白
鷹
区
間
は
山

岳
路
線
で
、
多
く
は
未
供
用
区
間

と
な
っ
て
お
り
、
集
落
内
の
冬
期

間
の
交
通
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
実
情
を
踏
ま
え
た

道
路
整
備
の
早
期
着
工
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
歩
道
整

備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

１
．
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線

（
鮎
貝
地
内
）
歩
道
の
早
期
着
工

　

本
区
間
は
、
前
後
の
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
約
４
０

０
ｍ
区
間
が
未
整
備
と
な
っ
て
い

ま
す
。
蚕
桑
西
部
地
区
と
鮎
貝
駅

を
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
鮎
貝
小
学

校
及
び
西
中
学
校
の
通
学
路
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
く
に

は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
も
あ
り
歩
行
者

も
多
い
こ
と
か
ら
、
歩
道
整
備
の

早
期
着
工
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

２
．
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線

（
西
高
玉
地
内
）
自
歩
道
の
事
業

推
進

　

本
区
間
は
、
近
く
に
「
薬
師
ザ

ク
ラ
」
と
「
釜
ノ
越
サ
ク
ラ
」
が

あ
り
、
桜
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
う
地
域
で
す
。

　

近
年
、
大
型
自
動
車
の
交
通
量

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
児
童
の
通

学
路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
歩

道
整
備
の
事
業
推
進
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

災
害
防
止
と
安
全
で
美
し
い
町

土
保
全
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

１
．「
実
淵
川
」
河
川
整
備
事
業
の

事
業
推
進

　

町
水
道
の
水
源
で
も
あ
り
、
本

町
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
河
川
で

あ
る
実
淵
川
に
つ
い
て
は
、
地
域

と
と
も
に
水
質
浄
化
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
「
実
淵
川
河
川
整
備

計
画
」
を
作
成
し
、
地
域
住
民
と

と
も
に
進
め
る
川
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

実
淵
川
の
持
つ
自
然
の
魅
力
を

生
か
し
な
が
ら
、
治
水
と
水
辺
に

親
し
め
る
河
川
整
備
事
業
の
事
業

推
進
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

２
．
手
沢
（
黒
鴨
地
区
）
通
常
砂

防
事
業
の
事
業
推
進

　

土
石
流
危
険
渓
流
に
指
定
さ
れ

て
い
る
手
沢
渓
流
の
砂
防
事
業
の

事
業
推
進
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

３
．
大
石
沢
（
横
田
尻
地
内
）
通

常
砂
防
事
業
の
事
業
推
進

　

一
級
河
川
絹
市
川
上
流
に
位
置

す
る
大
石
沢
は
、
土
砂
流
出
が
続

い
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
早
急
な

対
策
が
必
要
で
す
。

　

一
級
河
川
絹
市
川
最
上
流
端
に

砂
防
ダ
ム
の
事
業
推
進
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
支
援
補

助
制
度
の
拡
充
及
び
利
用
拡

大
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
各
種
対
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
が
、
山
形
鉄
道
の
経

営
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
、
現
状
を
打
開
す
る
抜

本
的
な
経
営
改
善
策
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
補
助
金
の
確
保
・
拡
充
は

も
と
よ
り
、
運
営
助
成
基
金
の
積

み
増
し
や
利
用
拡
大
策
の
強
化
な

ど
新
た
な
支
援
制
度
の
創
出
に
つ

い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

県
立
高
等
学
校
の
再
編
整
備

の
在
り
方
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
今
年
度
よ
り
「
新

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
立
荒
砥

高
等
学
校
に
つ
い
て
も
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
量
的
な
適

性
規
模
に
よ
る
再
編
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
小

規
模
校
と
し
て
の
特
性
を
生
か
し

た
学
校
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
本
町
に
お
い
て
は
、
大
き

な
不
安
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
、

地
域
の
実
情
を
十
分
に
考
慮
し
対

応
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課
企

画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
２
３
）　

国道287号（荒砥～菖蒲間）

県立荒砥高等学校

主要地方道長井白鷹線

　主要地方道米沢南陽白鷹線（杉沢地内）

国道287号（黒滝橋前後区間）
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平成16年４月１日から

児童手当が小学校３年生まで拡大されました

　平成16年４月１日から、児童手当制度が拡充されました。

　支給対象年齢が、現在の義務教育就学前（６歳到達後最初の年度末）までから、小学校第３学年終了前（９歳

到達後最初の年度末）まで拡大されました。

　新たに、児童手当を受けようとされる児童の保護者の皆さんについては、健康福祉課の窓口（公務員のかたは

勤務先）で、認定請求等の手続きが必要となります。

　なお、制度改正に伴う新規請求等は、法施行日より、平成16年９月30日まで受け付けたものにかぎり、特例的

に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

平成16年度小学校入学児童等の保護者の皆さんへ
（平成９年４月２日生まれ～平成10年４月１日生まれ）

　平成16年３月31日まで、児童手当に係る児童手当等を受給していた保護者のかたは、特段の手続きは必要あり
ません。（児童手当等は４月以降も引き続き支給されます。）
　上記に該当しない保護者のかたで、受給資格がある場合は、認定請求または額改定認定請求が必要になります。
（下記参照）

平成16年度小学校２、３年生の児童等の保護者の皆さんへ
（平成７年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）

　現在、児童手当等を受給していない保護者のかたは認定請求書、現在、下のお子さんの児童手当等を受給され
ている保護者のかたは額改定請求書等が必要となります。９月末まで健康福祉課児童係で手続きをしてください。

認定請求等に必要なもの
・印鑑（認印可）

・健康保険被保険者証の写し（国民年金加入者は不要です）

・所得証明書（平成16年１月１日現在、白鷹町に住所のあるかたは不要です）

・振込用預金通帳または口座番号のわかるもの（郵便局を除く）

注：所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。

窓口延長のお知らせ
毎週月曜日（休日の場合は翌日）は、午後７時まで窓口業務を延長して

いますので、ご利用ください。

問い合わせ
健康福祉課児童係
（☎86－0212）

現況届は提出されましたか ?
平成16年５月31日現在、児童手当を受給されているかたに現

況届の用紙を送付しました。この届は、毎年６月１日におけ

る状況を確認し、児童手当を引き続き受ける要件があるかど

うかを確認するためのものです。まだ、提出いただいていな

いかたは速やかにご提出ください。
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元気ニコニコしらたか21発信基地

『元気ニコニコ会』会員大募集　　
あなたの提案が元気な未来を創ります　　

　健康で豊かな暮らし、心も体も元気ニコニコ！誰もが願っている事ではないでしょうか？「こんな健
康で豊かな暮らしがしてみたい」「あの人の元気の源は何だろう？」「そのために、何ができるかな」そ
んな健康に関する希望、要望、疑問等をみんなで語り合ってみませんか？そして、語り合ったことを実
践し、「元気ニコニコ」になりましょう。

●活 動 日　毎月１～２回（２時間程度）

●参 加 費　無料

●参加資格　元気ニコニコになりたいかたなら老若

　　　　　　男女問わず、どなたでもOK

＊８月下旬ごろ発会予定です。会員募集は引き続き

　行います。

■お問い合わせはこちらまで

　世話人会代表　平吹　隆（☎85－0942）

　健康福祉課　健康推進係（☎86－0210）
＜月例会の１コマ＞

ＮＰＯフラワー長井線をつなぐ会（ＦＮの会）平成16年度会員募集
　フラワー長井線設立以来15年が経過した今、交通事情の変遷や高校生等の減少により同路線の運行継続に強い危
機感を感じています。この路線を再度、生活路線として、また慣行鉄道として末永く元気に走り続けさせるために、
昨年度より「ＮＰＯフラワー長井線をつなぐ会（通称ＦＮの会）」が発足しました。町でも全面的に協力していきた
い考えです。現在、隣組回覧での会員募集を行っています。皆さんのご協力をよろしくお願いします。

フラワー長井線の継続・発展に皆さんの力をお貸しください

平成16年度会員募集について
○年会費　

　　・法人会員　一口10,000円

　　・個人会員　一口 1,000円

　　　また、乗車券（１部11枚綴り1,100円の乗車券）

　　　の斡旋も併せて行います。

○乗車券の斡旋　

　　・法人会員斡旋額10,000円

　　・個人会員斡旋額 1,000円

○募集期間　随時受け付けます。

○お申込方法　

　現在、隣組回覧による会員募集を行っています。申

　込書を添付していますので必要事項をご記入くださ

　い。

　また、随時受付しておりますので、ＦＮの会にお問

　い合わせください。

会員特典
特典１　定期的なイベント情報等の提供

　　　　ＦＮの会企画事業へのお誘いやフラワー長井線沿

　　　　線の四季折々のイベント情報、ＪＲやほかのイベ

　　　　ント情報を満載してお届けします。

特典２　協力店施設の割引利用

　　　　フラワー長井線沿線市町村他にある協力店は、下

　　　　記のとおりです。旅館・ホテルの場合は、　山形

　　　　鉄道㈱へ会員証の番号及び氏名、利用旅館・ホテ

　　　　ル名等の申し込みをいただくと、５％の割引を行

　　　　います。また、お食事関係、お土産関係の場合は、

　　　　ご利用店に会員証を提示していただくと、５％の

　　　　割引を行います。

　　　　（山形鉄道株式会社との提携により実施）

●協力店施設
【旅館・ホテル関係】・赤湯温泉（いきかえりの宿瀧波、丹泉ホテル）・上山温泉（村尾旅館、橋本屋旅館）・天童温泉（天童ホテル、ホテル王将）
　　　　　　　　　・山形市内（山形グランドホテル）・長井市内（タスパークホテル）
【お土産関係】・長井市（木村家本店）・南陽市（万菊屋）・白鷹町（やまり菓子舗）・川西町（レストラン学）
【お食事関係】・長井市（タスパークホテル）・南陽市（万菊屋）・白鷹町（あゆ茶屋）・川西町（レストラン学）
ＦＮの会では、さらに協力店施設を求めています。ご協力いただける場合にはご一報ください。

アイディア募集
　フラワー長井線の利用拡大に関する、あなたのアイディ

アをお待ちしています。あなたのアイディアが採用された

場合には、豪華な記念品を差し上げます。

■問い合わせ　フラワー長井線をつなぐ会（☎88－2102）
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　病気療養中でありました佐藤了議員が、
７月２日に逝去されました。
　佐藤氏は、平成11年５月に町議会議員に
初当選されて以来、総務、産業建設の各常
任委員を務められました。また、議会広報
特別委員会副委員長・編集長を経て、平成
15年５月からは議会広報特別委員会委員長
を務められました。
　生前の業績に心から敬意を表し、お悔や
み申し上げます。

佐
藤
了
議
員（
中
山
）が
逝
去

　７月４日、西置賜行政組合消防本部駐車
場において平成16年度山形県消防操法大会
西置賜支部大会が行われ、ポンプ車の部で
みごと２分団１部１班（鮎貝）が優勝しま
した。小型ポンプの部では、惜しくも優勝
は逃しましたが、２分団２部４班（柏原）
が第３位と健闘しました。この大会には、
町操法大会のポンプ車の部の１位と小型ポ
ンプの部の１位と２位が出場しました。（町
操法大会の結果は下記のとおり）

白
鷹
勢
�
�
10
年
�
�

消
防
操
法
西
置
賜
支
部
大
会
�
�
分
団
�
優
勝

　６月27日、滝野地区の国道348号待避所
沿いの山林で、不法投棄物の回収作業が行
われました。これは、米工教護会白鷹地区
ＯＢ会と県や市町村などで構成する置賜地
区不法投棄防止対策協議会、滝野区との共
同作業で行われたもの。当日は約30人が参
加し、古タイヤやテレビなどのほか、ビニ
ール袋に入ったごみなど、４㌧トラック１
台分のごみを回収しました。

�
�
�
�
車
�
出
動

国
道
�
�
�
号
沿
�
�
不
法
投
棄
物
�
回
収
作
業

　６月16日、県の蚕桑西部地区中山間地域
総合整備事業の完成を祝って記念碑の除幕
などが行われました。同事業では、ほ場整
備や農業用排水施設をはじめ道路、防災施
設、農村公園などの基盤整備に取り組みま
した。
　事業期間は1997～2003年度の７年で、総
事業費は16億9800万円。

�
年
�
�
環
境
充
実

蚕
桑
西
部
総
合
整
備
事
業
�
完
成

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
�
結
果

６
／
27
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
場
駐
車
場

■
ポ
ン
プ
車
の
部

１
位　

２
分
団
１
部
１
班（
鮎
貝
）

（
出
場
者
…
横
沢
俊
和
、
高
橋
一
寿
、

後
藤　

元
、
佐
藤
福
一
、
黒
沢　

太
、

小
松
祐
司
）

２
位　

３
分
団
５
部
１
班（
十
王
）

３
位　

１
分
団
１
部
１
班（
東
高
玉
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

２
分
団
２
部
４
班（
柏
原
）

（
出
場
者
…
長
岡
弘
之
、
横
沢　

塁
、

長
岡
光
晴
、
今　

隆
広
、
加
藤
嘉
智
）

２
位　

１
分
団
４
部
２
班（
下
町
）

（
出
場
者
…
丸
川
厚
志
、
土
屋
克
志
、

小
林
賢
作
、
後
藤　

匡
、
土
屋
雅
人
）

３
位　

２
分
団
３
部
１
班（
高
岡
）
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白
鷹
若
鮎
�
�
�
�
大
会

第39回

９/19
（日）

来たれ、挑戦者
出場者募集

●
コ
�
ス

　

日
本
陸
連
公
認
第
６
６
９
１
コ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

●
参
加
者
募
集

・
健
康
で
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
完
走
で
き

る
か
た
。

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
16
年
９
月
19
日
現
在

で
、
満
40
歳
以
上
の
か
た
。

●
参
加
料

　

高
校
生
…
…
…
…
１
５
０
０
円

　

一　

般
…
…
…
…
３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
、
１
５
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
…
…
７
０
０
円

●
種　

目

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
制
限
時
間
２
時
間
15
分
）

　
　
　
　
　
　
　

一
般
の
部

　

10
マ
イ
ル　
　

一
般
の
部（
制
限
時
間
２
時
間
）

　

10
㌔　
　
　

①
高
校
の
部

　
　
　
　
　
　

②
一
般
の
部

　

５
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
３
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　

③
壮
年
男
子
の
部

　

３
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
１
・
２
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
中
学
女
子
の
部

　

２
㌔　
　
　

小
学
生
以
上

●
申
込
し
め
き
り　

８
月
13
日
（
金
）
消
印
有
効

　　　■申し込み・問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係

　　　　　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」
   　　　　　 　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

君の走りが白鷹の新たな鼓動となる

●
白
鷹
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ご
協
力
を
！
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
運
営
ス
タ
�
フ
�
募
集
�
大
会
当
日
�
大
会
運
営
�
受
付
�
記
録
証
交
付
補
助
等
�
�
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

下
記
連
絡
先
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会
当
日
�
会
場
�
�
�
�
売
店
等
�
出
店
�
�
考
�
�
団
体
�
個
人
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�

　

日
本
陸
連
公
認
第
６
６
９
１
コ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

■申し込み・問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
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山
形
県
は
全
県
を
上
げ
て
「
や

ま
が
た
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
夏
が
到
来
す
る
こ
の
季

節
、
で
き
る
だ
け
軽
装
に
心
が
け
、

冷
房
の
設
定
温
度
を
28
℃
以
下
に

下
げ
な
い
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か

ら
温
暖
化
防
止
・
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
球
温
暖
化
の
一
番
大
き
い
原

因
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
な
ど
）
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
排
出
量
は
、
最
近
10
年

間
で
８
％
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
植
物
の
育
成
や
食

料
生
産
、
人
間
の
健
康
に
悪
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
生
活

を
見
直
す
こ
と
が
温
暖
化
防
止
の

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85

－

６
１
３
１
�

環
境
�
�
�
�

冷
房
28
�
�
軽
装
�
�
協
力
�
�

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

おいしく食べて元気に育つ！
今月のテーマ

おいしく食べて元気に育つためには、丈夫な『歯』が必要です。

そのためには、どうすればよいのでしょう。皆さんも一緒に考
えてみませんか。

12歳むし歯保有数

3.83本

目標値

１本以下

６年後

むし歯が１本もない！東根の吉田詩織さん（12歳）とお母さんに直撃インタビュー！
質 問 ①　むし歯にならないように、気をつけていた事はありますか？
お母さん　小さい頃から必ずしあげ磨きをしてあげていました。以前お世話にな

  　　　　った保育士さんから、「小学校卒業するまでしあげ磨きをしたほうが良

　　　　　い」と聞いたので、今もしています。甘いおやつは、できるだけ家に

　　　　　置かないようにしました。

質 問 ②　歯医者さんに行った事はありますか？
詩織さん　保育園の頃、歯が抜けそうになると歯医者さんに行っていました。治

　　　　　療はしないけど、年に２回は行っていたかな。

※ご協力ありがとうございました。皆さんもぜひ参考にしてくださいね。
《吉田さん親子》

むし歯予防の３つのお約束
＊食べたら必ず歯を磨こう

＊おやつは決まった時間に食べよう

＊好き嫌いをしないで何でもよくかんで食べよう

むし歯は生活習慣病と言っても過言ではありません。
正しい食生活を身につけ、家族みんなで定期検診を
受け、元気な歯を守りおいしく食べて元気ニコニコ！

募集します！

このコーナーでは、
＊元気に子育てをしている人

＊充実した元気な暮らしをしているお年寄りのかた

を紹介していきたいと考えています。
そんな元気ニコニコのかたの情報を募集しています。
自薦、他薦は問いません。

こちらまで、情報をお寄せください。
健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

取り組み例 CO₂削減量 節約金額

冷房の温度を１℃高く設定する 約31kg 約2,000円

週２回往復８キロの車の運転をやめる 約185kg 約8,000円

１日５分アイドリングストップを行う 約39kg 約2,000円

シャワーを１日１分家族全員が減らす 約65kg 約4,000円

家族が同じ部屋で団らんする 約240kg 約11,000円

風呂の残り湯を洗濯などに使う 約17kg 約5,000円

そのほか家庭でできる温暖化防止・省エネの身近な取り組み（年間）
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大
成
功
し
た
体
育
祭

　

先
月
12
日
、
荒
高
体
育
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
校
生
が
一
丸
と

な
っ
て
練
習
し
、
こ
の
日
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
白
組
組
頭
の
佐
藤
寛
之
君

が
選
手
宣
誓
を
し
、
体
育
祭
が
始

ま
り
ま
し
た
。
競
技
で
は
大
会
新

記
録
が
更
新
さ
れ
る
場
面
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
選
手
は
と
て
も
い
い

表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
競
技
の

合
間
に
も
各
組
応
援
団
の
気
迫
あ

ふ
れ
る
応
援
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

体
育
祭
は
す
ご
い
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
応
援
合
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
先
陣
は
赤
組
。
赤

組
は
土
屋
渉
君
を
組
頭
に
赤
軍
名

物
風
林
火
山
を
披
露
。
赤
組
ら
し

い
応
援
を

見
せ
ま
し

た
。
続
い

て
は
、
青

組
で
す
。

組
頭
の
若

狭
徹
君
を

中
心
に
演

出
に
凝
っ
た
応
援
を
見
せ
ま
し
た
。

青
組
名
物
ゲ
ッ
ツ
・
グ
ロ
ー
リ
ー

も
去
年
に
増
し
て
息
が
合
っ
て
い

ま
し
た
。
最
後
の
応
援
は
自
組
で
、

佐
藤
寛
之
君
を
中
心
に
白
組
名
物

大
根
踊
り
を
披
露
。
最
後
に
は
白

鷹
太
鼓
を
使
っ
て
太
鼓
演
奏
を
披

露
し
、
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
応
援
で
し
た
。
午
後
の
競
技
で

は
騎
馬
戦
、
竹
取
物
語
、
リ
レ
ー
、

幹
部
リ
レ
ー
を
行
い
、
と
て
も
白

熱
し
た
勝
負
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
体
育
祭
も
終
わ
り
に

近
づ
き
総
合
結
果
が
発
表
さ
れ
、

総
合
優
勝
は
赤
組
。
準
優
勝
、
応

援
賞
は
青
組
と
い
う
結
果
で
し
た
。

惜
し
く
も
賞
を
逃
し
た
白
組
で
す

が
、
頑
張
り
は
一
番
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
年
の
体
育
祭
は
本
当

に
感
動
的
で
大
成
功
で
し
た
。

　

体
育
祭
も
終
わ
り
一
段
落
で
す

が
、
３
年
生
は
就
職
・
進
学
に
向

け
て
の
気
持
ち
を
切
り
替
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
体
育
祭
が
成

功
し
た
よ
う
に
就
職
・
進
学
も
大

成
功
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�
生
徒
会
広
報
委
員
長　

金
田
雄
太
�

◆予約申し込みを受け付けています◆

白鷹町誕生50周年記念写真集

10月1日発行予定

●白鷹町20世紀写真集の決定版　A4ワイド版　280頁
●明治・大正・昭和の貴重な写真488枚を収録
　町民の皆さん、首都圏白鷹会などの協力で秘蔵写真が
　多数
●大きく見ごたえのある写真編集、鮮明な仕上がり。
　3年がかりで編集
●1,000部発行　予約特別価格4,500円（税込・送料別）
●予約受付期間　8月末日まで。刊行後は5,000円（税込）

編 集 発 行　　20世紀写真集編集委員会
（平吹利数委員長）

申込・問い合わせ　　教育委員会文化振興係
（☎85－6146）

好評予約申込受付中！

写真で綴る
明治・大正・昭和の歩み白鷹

想い出写真館

（
表
紙
）



●14

佳
作　

色
も
香
も
な
く
て
空
気
の
よ
う
な
妻　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

バ
ラ
色
の
人
生
ば
か
り
で
な
い
浮
世　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

老
い
て
尚
か
す
か
に
匂
う
色
も
あ
り　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

原
色
の
あ
や
め
が
雨
に
凛
と
咲
く　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

青
春
の
遠
く
と
お
く
に
セ
ピ
ア
色　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

退
院
の
友
の
顔
色
褒ほ

め
て
や
る　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

虹
色
の
夢
捨
て
切
れ
ぬ
ま
ま
老
い
る　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

息
切
れ
は
見
せ
ま
い
と
髪
染
め
て
い
る　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

十
二
色　

赤
い
鉛
筆
ば
か
り
減
る　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

四
季
の
色
我
が
人
生
の
旅
に
似
て　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
色
と
り
ど
り
に
初
夏
の
空　

滝
野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

黒
だ
ろ
か
真
っ
赤
だ
ろ
う
か
嘘
の
色　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

秀
逸　

色
気
よ
り
食
い
気
で
い
い
の
若
い
か
ら　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

バ
ラ
色
の
人
生
夢
に
見
て
生
き
る　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
不
二
子

　

〃　

万
華
鏡
心
と
き
め
く
七
変
化　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

風
の
色
読
ん
で
虚む
な

し
さ
だ
け
残
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

選
挙
に
は
色
よ
い
返
事
ば
か
り
す
る　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

虹
色
の
こ
こ
ろ
で
通
う
人
と
ひ
と　
　
　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

　

〃　

働
け
る
幸
せ
真
っ
赤
な
夕
焼
け
だ　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

愛
妻
弁
当　

色
と
り
ど
り
に
愛
を
詰
め　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

波
瀾
万
丈
語
る
写
真
の
セ
ピ
ア
色　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

過
疎
も
よ
し
平
和
な
四
季
の
彩
が
あ
る　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

五
客　

五
十
年　

男
結
び
の
赤
い
糸　
　
　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

母
の
色
で
今
年
も
届
く
サ
ク
ラ
ン
ボ　
　
　

萩　

野　

安
倍
フ
ヂ
エ

　

〃　

毎
日
を
妻
の
顔
色
見
て
暮
ら
す　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

色
模
様
人
間
模
様　

渦
を
巻
く　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

旗
色
の
い
い
方
に
つ
く
風
見
鶏　
　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

人
位　

モ
ノ
ク
ロ
で
通
す
一
本
気
の
男　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

地
位　

趣
味
の
色
一
つ
加
え
て
描
く
余
生　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

天
位　

顔
色
が
い
い
ぞ
相
談
し
て
み
よ
う　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

軸　

幸
せ
な
色
だ　

い
い
恋
し
て
い
る
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回
課
題　

「
汗
」
七
月
末
日
ま
で　

「
別
」
八
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

色　
　
　
　

樋
口　

一
杯　

選

　　 朝の母と別れ際の一言

ひが
しね
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき 目にいっぱい涙ぐんで

園児「そんなに悲しいこと

　　　　　　　　たえらんにぇ」

家出します

４歳弟「ぼく家出すんなだ」

せんせい「えーなんで？」

４歳弟「弟を連れて家出すんなだ」

５歳兄「ぼく長男だがら家出らん

　　　にぇ」

４歳弟「ほだがら料理人になって

　　　家建てんなよ」

８月のパソコン講習会

▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1500円前後）
▼会場 白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）

期日 時間 予定の講習会 内容 受講料

８月４日（水） 午後1時～ 4時 Windows入門
パソコン初心者のかた向け。まず触れてみることから
初めてみませんか。

3,000円

８月６日（金）午前10時～午後5時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。文字入力初心者のかた
でも安心。

4,000円

８月７日（土）午前10時～午後5時 ホームページ
初心者のかたでもホームページを作成公開できるよう
に勉強します。

5,000円

８月18日（水）午前10時～午後5時 エクセル入門表作成編 表計算の基本と表の作成について勉強します。 4,000円

８月20日（金） 午後1時～ 5時 ワード応用 ワードの役立つ機能を紹介します。 5,000円

８月21日（土）午前10時～午後5時 アクセス
Microsoft Accessを使用して、データベースの構築技
法を勉強します。

5,000円

８月23日（月） 午後1時～ 5時 エクセル関数 関数を使って仕事に役立つ勉強をします。 5,000円

８月25日（水） 午後1時～ 4時 インターネット
世界中のいろいろなホームページを閲覧できるように
勉強をします。

3,000円

８月27日（金） 午後1時～ 4時 電子メール
電子メールで文面や情報をやり取りできるように勉強
します。

3,000円
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�
�
�
�
家
夏
�
�
�

　

花
笠
音
頭
、
山
形
盆
唄
の
踊
り

に
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
い
つ　

７
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家

▼
出
演　

う
た
う
会
、
伊
藤
み
ち

る
さ
ん
、
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會

ほ
か

▼
内
容　

・
売
店
（
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、

か
き
氷
、
生
ビ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
）

・
こ
ぶ
し
の
家
作
品
販
売
（
は
が

き
、
わ
り
ば
し
、
の
し
袋
、
手
織

り
製
品
な
ど
）

・
保
護
者
バ
ザ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ぶ
し
の
家

（
☎
85

－

５
６
６
０
）

白
鷹
陽
光
学
園
夏
�
�
�

　

打
ち
上
げ
花
火
が
見
所
で
す
。

皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

▼
内
容　

よ
さ
こ
い
、
打
ち
上
げ

花
火
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
あ

り■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

（
☎
85

－

３
０
３
０
）

地
元
選
出
�
県
議
会
議
員
�
�

�
地
域
議
員
協
議
会
�
開
催
�

�
�

　

県
議
会
で
は
、
各
総
合
支
庁
に

お
い
て
、
地
元
議
員
に
よ
る
地
域

の
課
題
や
施
策
展
開
の
審
議
を
行

い
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
当
日
会
場
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

催　し

▼
い
つ　

８
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
室
（
☎
０
２
３

－
６
３

０

－

２
７
２
５
）

小
学
生
�
�
父
�
�
�
�
母
�

�
�
�
�
�
栄
養
講
座

▼
い
つ　

８
月
８
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
豊
田
公
民
館

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
（
子
ど
も
だ
け
で

も
可
）

▼
内
容　

子
ど
も
の
食
事
に
つ
い

て
の
講
話
、
調
理
実
習

▼
定
員　

20
人

▼
し
め
き
り　

７
月
30
日
（
金
）

▼
会
費　

無
料

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

▼
主
催　

長
井
・
西
置
賜
地
区
栄

養
士
会

■
申
込
先　

町
立
病
院
・
大
貫
由

佳
子
（
☎
85

－

０
７
９
６
）

親
子
�
�
�
�
電
気
�
旅

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
，
電
気

の
生
産
工
場
「
発
電
所
」
へ
の
旅

は
い
か
が
で
す
か
？
親
子
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

▼
見
学
場
所　

酒
田
共
同
火
力
発

電
所
、
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
立
川

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
親
子

２
人
１
組
で
２
０
０
０
円
）

▼
募
集
人
数　

小
学
４
年
生
以
上

の
親
子
20
組
40
人
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
日　

７
月
28
日（
水
）

午
前
９
時
〜
昼
12
時
及
び
午
後
１

時
〜
５
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
電

力
株
式
会
社
米
沢
営
業
所
総
務
課

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

９
４
６
５
）

平
成
16
年
度
狩
猟
免
許
講
習
会

▼
い
つ　

８
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

林
業
会
館（
山
形
市
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
７
０
０

０
円
を
添
え
て
、
社
団
法
人
山
形

県
猟
友
会
ま
た
は
地
区
支
部
へ
受

講
日
の
５
日
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人
山
形

県
猟
友
会
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
３
８
２
）

白鷹町誕生50周年記念
荒人♡乱舞タイムカプセル

開封式のご案内
　「荒人♡乱舞」を覚えていらっしゃいます
か。あれから14年の月日が流れました。
　皆さんのメッセージを入れたひとつ目の
「タイムカプセル」が、お約束通り今年の夏
開封されます。14年前のあなたにぜひお会
いください。

▼い　つ　８月15日（日）午後１時30分から

▼どこで　八乙女八幡神社境内

▼持ち物　木製の焼印入りの「タイムカプセ

　　　　　ル百物語預手形」をご持参くださ

　　　　　い。

▼主　催　タイムカプセル開封式実行委員会

■問い合わせ　荒砥地区公民館

（☎85－0260）
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おしらせ

有
害
�
�
回
収
袋
配
布
方
法
�

変
更
�
�
�
�

　

昨
年
ま
で
全
戸
配
布
し
て
い
た

有
害
ご
み
回
収
袋
（
黄
色
）
を
、

今
年
度
か
ら
は
希
望
者
へ
の
配
布

と
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
町
民
課
へ
お
越

光
園
内
・
☎
85

－

１
５
１
１
）

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員

採
用
試
験

▼
試
験
区
分
・
受
験
資
格

・
上
級
機
械　

昭
和
48
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
大

学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
17
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た
で
、

機
械
に
関
す
る
大
学
卒
業
程
度
の

専
門
的
知
識
を
有
す
る
か
た

・
初
級
電
気　

昭
和
58
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
高
校
卒
業

程
度
の
知
識
及
び
電
気
に
関
す
る

専
門
的
知
識
を
有
す
る
か
た

・
寮
母
（
夫
）　

昭
和
58
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
高
校
卒

業
程
度
の
知
識
を
有
す
る
か
た

・
看
護
師　

昭
和
44
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
現
に

看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
か
た
ま

た
は
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
か
た

▼
採
用
予
定
人
数　

そ
れ
ぞ
れ
１

人
程
度

▼
採
用
年
月
日　

平
成
17
年
４
月

１
日

▼
受
験
申
込
書
交
付
場
所　

本
組

合
事
務
局
総
務
課
ま
た
は
役
場
政

策
改
革
課

▼
試
験
日
・
会
場　

　

９
月
19
日
（
日
）

　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
期
間　

７
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
６
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課

庶
務
係
（
☎
０
２
３
８

－
23

－

３

２
４
６
）

�
河
川
愛
護
月
間
�
推
進
標
語

�
募
集
�
�
�

▼
応
募
方
法　

応
募
は
が
き
ま
た

は
官
製
は
が
き
に
、
標
語
１
点
と

標
語
の
趣
旨
ま
た
は
河
川
愛
護
へ

の
思
い
（
１
０
０
字
以
内
）
を
書

い
て
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

・
性
別
・
年
齢
・
職
業
（
小
・
中

学
生
は
学
年
）
を
記
入
の
う
え
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
先

：

〒
１
０
０

－

８
９
１

８　

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
２

－

１

－

３　

国
土
交
通
省
河
川
局

治
水
課
内
「
河
川
愛
護
月
間
」
推

進
標
語
募
集
係

＊
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。（http://

w
w
w
.m
lit.go.jp/river/index.

htm
l

）

▼
応
募
期
限　

９
月
20
日
（
月
）

（
当
日
必
着
）

▼
応
募
資
格　

制
限
な
し
（
一
人

一
作
品
と
し
ま
す
）

▼
応
募
部
門　

学
生
の
部
（
小
学

生
及
び
中
学
生
）、
一
般
の
部

▼
入
賞
作
品　

最
優
秀
賞
１
点
・

優
秀
賞
４
点（
学
生
２
、
一
般
２
）

・
佳
作
４
点（
学
生
２
、
一
般
２
）

▼
作
品
活
用　

入
賞
作
品
は
、
平

成
17
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ

等
に
よ
り
「
河
川
愛
護
月
間
」
の

推
進
に
幅
広
く
活
用
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

応
募
作
品
は
、
自
作

・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
作
品
の
使
用
・
著
作
権
は
国

土
交
通
省
に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、

作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
河

川
局
治
水
課
（
☎
03

－

５
２
５
３

－

８
１
１
１
）

防
衛
庁
�
一
般
曹
候
補
学
生
�

曹
候
補
士
�
�
等
陸
海
空
士
�

自
衛
官
募
集

▼
応
募
資
格　

・
一
般
曹
候
補
学
生

①
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
男
女

②
平
成
17
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
陸
・
海
・
空
の
部
隊
へ
入

隊
で
き
る
か
た

③
試
験
科
目
（
国
・
数
・
英
・
作

文
）・
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

④
試
験
日　

９
月
18
日
（
土
）

・
曹
候
補
士

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

②
平
成
17
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
陸
・
海
・
空
の
部
隊
へ
入

募　集

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会
�

職
員
�
募
集
�
�
�

▼
職
種
と
人
員

・
一
般
職
員
（
利
用
者
の
直
接
処

遇
業
務
・
調
理
業
務
）（
若
干
名
）

・
看
護
師
（
若
干
名
）

▼
受
付
期
間　

７
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
13
日
（
金
）

▼
応
募
資
格

・
一
般
職
員
（
直
接
処
遇
業
務
）

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
か
た

・
一
般
職
員
（
調
理
業
務
）　

　

調
理
師
及
び
栄
養
士
の
資
格
が

あ
り
、
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
か
た

・
看
護
師　

昭
和
37
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
か
た

▼
試
験
の
内
容　

作
文
、
面
接

▼
試
験
日
・
会
場　

　

８
月
28
日
（
土
）
白
光
園

▼
採
用
月
日　

平
成
17
年
４
月
１

日＊
申
込
書
は
、
白
鷹
福
祉
会
事
務

局
（
白
光
園
内
）
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

祉
法
人
白
鷹
福
祉
会
事
務
局
（
白

隊
で
き
る
か
た

③
試
験
科
目
（
国
・
数
・
英
・
作

文
）・
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

④
試
験
日　

９
月
18
日
（
土
）

・
２
等
陸
海
空
士

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

②
平
成
17
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
陸
・
海
・
空
の
部
隊
へ
入

隊
で
き
る
か
た

③
試
験
科
目
（
国
・
数
・
社
・
作

文
）・
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

④
試
験
日　

９
月
26
日
（
日
）、

27
日
（
月
）

募
集
説
明
会

▼
い
つ　

７
月
24
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊

米
沢
募
集
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）
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し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３

１
）

�
月
�
�
�
月
�
�
�
�
�
�

�
�
�
感
染
症
�
多
発
時
期
�

�予
防
の
た
め
に
は

①
食
品
は
十
分
加
熱
し
ま
し
�
う

　

Ｏ
１
５
７
な
ど
の
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
は
、
牛
、
羊
、
鹿
な
ど
の

大
腸
に
生
息
し
て
お
り
、
そ
の
菌

に
汚
染
さ
れ
た
食
品
（
生
肉
や
フ

ン
の
混
入
し
た
土
の
つ
い
た
野
菜

な
ど
）
や
水
を
飲
食
す
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
食
品
は
十
分

加
熱
（
食
品
の
中
心
部
に
つ
い
て

75
℃
、
１
分
以
上
）
し
て
く
だ
さ

い
。

②
井
戸
水
の
使
用
を
控
え
ま
し
�
う

　

梅
雨
時
の
降
雨
の
影
響
で
、
井

戸
水
に
雑
菌
が
混
入
し
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
用
は
も

ち
ろ
ん
、
食
器
や
野
菜
等
の
洗
い

も
の
な
ど
に
も
井
戸
水
を
使
用
す

る
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
�
う

　

感
染
し
た
人
の
便
か
ら
二
次
感

染
す
る
の
で
、
排
便
や
お
む
つ
交

換
後
は
流
水
と
石
け
ん
を
よ
く
泡

立
て
て
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
調
理
器
具
も
洗
剤
を
使
い
、

水
道
水
を
流
し
た
ま
ま
で
十
分
に

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
症
状
が
あ
�
た
と
き
は
直
ち
に

受
診
し
ま
し
�
う

　

感
染
し
た
人
の
約
半
数
は
、
感

染
し
て
か
ら
お
よ
そ
３
〜
８
日
後

に
最
初
の
症
状
と
し
て
頻
回
の
水

様
便
が
現
れ
、
さ
ら
に
激
し
い
腹

痛
を
伴
い
、
ま
も
な
く
著
し
い
血

便
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
乳
幼
児
や
お
年
寄
り
は
重
症
化

し
や
す
い
の
で
、
直
ち
に
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所

地
域
保
健
予
防
課
感
染
症
予
防
係

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
塀
等

実
態
調
査
�
�
協
力
�
�
�
�

　

宮
城
県
北
部
地
震
で
は
、
建
物

及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
倒
壊
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
県
で
は
、
児
童

の
安
全
を
考
慮
し
小
学
校
周
辺
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

対
象
区
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
区
域　

蚕
桑
小
学
校
、
中

山
小
学
校
、
東
根
小
学
校
・
鷹
山

小
学
校
周
辺
の
半
径
５
０
０
㍍
内

▼
調
査
対
象　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

�

�
�
�
�
�
願
�
�
�
�

白
鷹
町
結
婚
相
談
所
結
婚
相
談
員
で
す

　

結
婚
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　

　

な
お
、
結
婚
相
談
室
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
期
日　

毎
月
第
２
火
曜
日

▼
時
間　

４
月
か
ら
10
月
ま
で　

午
後
３
時
〜
夜
７
時

　
　
　
　

11
月
か
ら
３
月
ま
で　

午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
所　

白
鷹
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

１
０
８
０
）

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
３
６
）

氏　
　

名

住　
　

所

電
話
番
号

樋
口
南
海
男

　

高
玉
１
４
３
７

85

－

４
９
９
９

関　
　

房
子

　

山
口
２
３
６
５

－

３

85

－

４
６
９
４

船
山　

芳
子

　

鮎
貝
１
１
２
６

－

12

85

－

５
５
７
４

山
口
す
み
子

　

鮎
貝
５
２
１
７

－

14

85

－

０
７
３
７

須
貝　

仲
次

　

高
岡
３
０
２
８

85

－

２
４
２
１

佐
藤　

栄
子

　

荒
砥
甲
１
０
６
４

85

－

２
０
６
３

中
村　
　

昭

　

荒
砥
乙
４
１
７

－

５ 

85

－

３
６
２
１

安
部
マ
チ
子

　

十
王
２
１
７
３

85

－

３
８
８
５

荒
川
て
る
ゑ

　

十
王
２
５
１

85

－

５
８
３
６

横
山　

二
男

　

萩
野
１
２
６
９

87

－

２
４
０
３

大
類　

貞
幸

　

滝
野
２
３
５

85

－

４
１
７
１

高
橋　

良
一

　

畔
藤
４
２
５
１

85

－

５
０
３
６

武
田　
　

薫

　

畔
藤
６
１
６
５

－

１

85

－

５
３
８
０

ロ
ッ
ク
塀
、
石
積
塀
な
ど
の
組
積

造
り
の
塀

▼
調
査
時
期　

７
月
下
旬
〜
８
月

下
旬

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
総
務
建
築
課
建
築
住
宅
係

（
☎
88

－

５
１
１
１
）

長
井
市
�
西
置
賜
郡
内
�

会
社
�
法
人
登
記
�
�
�
�
�

�
�
化
�
�
�
�

　

山
形
地
方
法
務
局
長
井
支
局
で

は
、
７
月
20
日
（
火
）
か
ら
長
井

市
及
び
西
置
賜
郡
内
の
会
社
・
法

人
の
登
記
事
務
を
順
次
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
り
、

登
記
簿
謄
本
な
ど
の
取
り
扱
い
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

現
行

�
�
�
�
�
�

手
数
料

登
記
簿
�
謄

本

�
抄
本

登
記
事
項
証

明
書

�
通
�
�
�
�
円

�10
枚
�
�
�

代
表
者
�
資

格
証
明
書

代
表
者
事
項

証
明
書

�
通
�
�
�
�
円

�10
枚
�
�
�

登
記
簿
�
閲

覧

登
記
事
項
要

約
書

�
通
�
�
�
円

�
�
枚
�
�
�

　

な
お
、
土
地
・
建
物
及
び
会
社

・
法
人
の
印
鑑
証
明
は
、
従
来
ど

お
り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務

局
長
井
支
局（
☎
88

－

２
５
８
７
）

�
�
詫
�
�
訂
正
�
広
報
�
�
�
�
�
月
24
日
号�
�
�
�
�
版
�
表
紙
�
中
央
公
民
館
展
示
案
内
�
�
深
山
工
房
�
�
団
子
展
�
金
田
和
之
�
�
�
利
之
�
�
�
誤
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
詫
�
�
�
訂
正
�
�
�
�
�
�
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今
日
７
月
３
日
、
一
通
の
封
書
が

自
宅
の
郵
便
受
け
に
あ
っ
た
。「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
つ
な
ぐ

会（
Ｆ
Ｎ
の
会
）」
か
ら
で
あ
る
。
封

書
を
開
い
て
み
る
と
、
16
年
度
の
会

員
募
集
で
あ
る
。
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
責
任
者
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
支
援
活
動
を
い
た
だ
け
る
こ
と
、

ま
た
、
駅
な
ど
の
環
境
整
備
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
な
ど
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
感

謝
し
て
い
る
。

　

今
、
北
海
道
・
東
北
・
関
東
の
東

日
本
区
域
で
12
の
第
３
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
鉄
道
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
昭
和

の
終
わ
り
に
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ（
民
間
）

へ
の
再
建
を
図
る
た
め
Ｊ
Ｒ
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
が
、
地
方
鉄
道
と
し
て

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第

３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
地
元
の
力
で
企

業
を
つ
く
り
経
営
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
他
の
11
鉄
道

と
比
較
し
て
み
た
。
鉄
道
距
離
30
・

５
㌔
で
10
位
。
輸
送
人
員（
年
間
）延

べ
91
万
７
千
人
で
５
位
。
う
ち
定
期

券
利
用
者
80
万
２
千
人
で
４
位
。
定

期
券
利
用
率
87
・
４
％
で
１
位
。
通

学
者
比
率（
年
間
）延
べ
78
万
人
、
85

・
１
％
で
１
位
。
こ
れ
ら
か
ら
わ
か

る
こ
と
は
、
本
鉄
道
は
距
離
が
短
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乗
車
人
数
は
中

位
、
定
期
券
に
よ
る
通
学
者
比
率
が

飛
び
抜
け
て
高
い
。
フ
ラ
ワ
ー
長
井

線
の
今
の
役
割
と
し
て
は
、
東
日
本

一
の
通
学
列
車
、
も
し
か
し
た
ら
日

本
一
、
地
域
の
人
材
育
成
に
寄
与
し

て
い
る
鉄
道
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
も
、
沿
線
各
駅
の
す
ぐ
近

く
に
各
高
校
・
専
修
学
校
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
有
効
な
人
材
育
成
資
源

の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
、
社
会
は
少
子
・
高
齢
化
に
あ

る
。
ま
た
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
地

球
規
模
で
の
意
識
の
高
さ
と
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
将
来
発

展
と
環
境
課
題
に
明
確
に
向
き
合
う

と
と
も
に
、
未
来
を
つ
く
る
こ
と
と

な
る
人
材
の
育
成
と
そ
の
環
境
づ
く

り
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
と
っ
て

も
、
ま
た
、
日
本
の
将
来
に
と
っ
て

も
大
変
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

後
世
に
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
価
値

を
考
え
て
み
よ
う
。
大
量
輸
送
に
よ

る
環
境
へ
の
低
負
荷
、
高
齢
者
へ
の

ゆ
と
り
の
対
応
、
通
学
・
通
勤
者
の

落
ち
着
き
、
高
校
生
の
よ
り
広
範
な

学
校
選
択
の
拡
大
、
雪
国
で
の
安
全

性
・
即
時
性
、
地
域
間
交
流
の
拡
大

資
源
な
ど
。
価
値
は
み
ん
な
が
理
解

で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
経
営
は
、
採
算

性
か
ら
み
て
極
め
て
危
機
的
な
厳
し

い
立
場
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
域
内

の
絶
対
的
な
利
用
人
口（
高
校
生
等
）

の
減
少
傾
向
に
よ
る
。
食
い
止
め
る

に
は
、
こ
れ
を
事
実
と
し
て
認
識
し
、

マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
沿
線
住
民
お
互

い
が
強
く
持
ち
合
い
、
そ
の
存
続
に

結
び
つ
く
お
互
い
の
利
用
向
上
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
相
手
方
と
連

携
や
相
互
支
援
の
協
力
関
係
を
築
き
、

利
用
拡
大
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
当
沿
線
地

域
が
他
の
人
か
ら
見
て
魅
力
あ
る
訪

れ
た
い
地
域
と
な
る
た
め
、
全
市
町

が
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
日
本
の
中
に
こ
の
よ
う
な

鉄
道
を
抱
え
、
そ
の
鉄
道
に
よ
っ
て

地
域
の
発
展
を
さ
ら
に
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
る
市
町
の
連
携
に
対
し
て
、

国
と
し
て
の
地
域
再
生
に
か
か
わ
る

支
援
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。
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●5月23日 ▼6月22日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

鮎　貝　相　馬　　聖　　83

畔　藤　中　村　澄　雄　68

鮎　貝　片　倉　テ　イ　88

高　玉　片　山　み　ん　89

畔　藤　平　井　た　ま　95

高　玉　大　木　き　よ　79

荒砥乙　竹　田　長　松　69

荒砥甲　竹　田　リツコ　84

山　口　中　川　 　助　67

畔　藤　齋　藤　正　俊　66

横田尻　佐　藤　喜四郎　83

萩　野　梅　津　照　男　72

荒砥甲　横　山　志かの　94

No.900
2004-7

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
�
�
�
�
長
井
線
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

畔　藤 大木 正　明 瑞
みず

　穂
ほ

久　子

中　山 竹田 茂　樹 澪
みお

美喜子

畔　藤 土屋 良　太 泉
いず

　碧
き

留　美

佐野原 竹田 健　治 典
のり

　広
ひろ

順　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（佐　藤　良　一　　畔　藤
安　部　千　春　　米沢市


